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嶋 岡 暢 希
(高知県立大学看護学部､ 38期生)
【企画の意図】
近年､ ハイリスク妊娠が増加している背景か
ら､ 周産期医療に携わる看護職が､ 健康問題を
かかえる女性に対し､ キュアとケアを融合させ
ながら､ 対象の生活､ 親となることに伴うさま
ざまな選択とその過程をどのように支援してい
くか､ 深めていくことをねらいとした｡
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田 渕 良 枝 氏
(高知医療センター､ 修士14期生)
田渕良枝氏は､ 高知医療センター産科フロア
副科長であり､ 不妊看護認定看護師として生殖
医療を受ける対象への看護実践に携わっている｡
田渕氏からは､ 生殖医療を受ける女性とパート
ナーがかかえる健康問題と､ 看護実践を紹介い
ただいた｡
西 内 舞 里 氏
(高知県立大学看護学部､ 46期生､ 修士12期生)
西内舞里氏は､ 家族支援専門看護師であり､
現在､ 高知県立大学看護学部の助教として母性・
助産看護学領域の教育・研究に携わっている｡
西内氏からは糖尿病合併妊婦と夫婦の協働に関
する研究結果と､ 糖代謝異常 (GDM) 妊婦に関す
る既存の研究結果をもとにした妊娠経過による
生活の変化や心理過程について紹介いただいた｡
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不妊治療､ 糖尿病合併､ GDMなど､ いずれも
疾患や治療の状況と生活が深く関連しており､
対象とその生活を理解するためには､ 夫婦や家
族をとらえる必要があるものの､ 臨床では夫婦
や家族に会う機会が少なく､ アプローチの方法
がみえないといった困難感をかかえていること
がフロアから出された｡ また､ 不妊治療時の看
護､ 妊娠した場合の看護は､ 組織・部署が異な
り､ 継続した看護が難しいこと､ GDM妊婦の場
合も産科では出産後の経過フォローはルーティ
ン化されておらず､ 継続した看護ができていな
いことも課題としてあげられた｡ 話題提供者か
らは､ 女性の身体的状況や胎児の健康状態など
刻々と状況が変化することがこれらの対象の特
徴でもあるため､ 夫婦や家族の情報を収集し､
治療方針の把握と看護介入の必要性をタイミン
グよく見極めていくことが重要であること､ ま
た不妊治療を受ける女性や周産期の対象はセル
フケアレベルが高いことが強みであり､ 対象者
の健康問題を回避､ 予防するために必要なこと
を対象にタイムリーに明確に伝えていくことも
提案された｡ さらに､ いくつかの事例が紹介さ
れ､ 看護師・助産師が対象の疾患と治療､ 対象
のこれまでの背景や､ 現在の生活を統合した視
点をもち､ アプローチしていくことについてフ
ロアで共有した｡
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池 添 志 乃
(高知県立大学､ 34期生)
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医療的ケアを要する子どもは発達段階におい
て発達的危機と病気に伴う状況的危機を抱えて
いる｡ 子どもの健全な成長発達を見据え､ 親か
らのセルフケアの移行期にある子どもと家族に
対して保健医療福祉､ 教育の相互の連携を基盤
とした在宅支援について考える｡
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永 井 友 里 氏
(高知医療センター､ 小児看護専門看護師､
修士17期生)
｢医療的ケアを要する子どもの在宅支援－地
域で暮らすことを支え､ 繋ぐ－｣ をテーマに清
潔間欠的導尿の教育入院に来たケースと脳腫瘍
のため治療を行っているケースについて事例提
供をしていただいた｡
有 田 直 子 氏
(高知県立大学､ 39期生)
永井氏の発表された内容に基づき､ お子さん
にとっての ｢今｣ と ｢これから｣ を見据えた看
護ケアについて､ お子さんの発達段階やセルフ
ケアを実行する場や発達課題に取り組む場が移
行していく際の課題に焦点を当て話していただ
いた｡
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ワークショップでは､ 病院の看護師､ 訪問看
護師､ 保健師など､ 参加者の方のそれぞれの立
場から､ お子さんにとって ｢今｣ と ｢これから｣
について､ どのような援助ができるのか､ 必要
となるのかについての意見交換を行った｡ 意見
交換を行う際には､ 子どもの権利とお子さんの
成長発達の視点を大事にしていき､ お子さんが
生活している場や成長発達に応じた看護ケアに
ついて､ 考えていくことができた｡ 実際に､ 地
域の中でお子さんのセルフケアを高めていく支
援として､ 保健師として保育所を訪問し行った
具体的なケアについても報告された｡ 子どもが
地域で暮らすことを支え､ 子どもの生活を豊か
にする支援のために､ 医療と地域がどのように
つながっていくことができれば､ 医療的ケアを
要する子どもの心身の発達を保障することがで
きるのかについて考えることができた｡
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森 下 幸 子
(高知県立大学健康長寿センター､ 修士６期生)
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在宅看取りの事例提供とご参加の皆様とのディ
スカッションから､ 地域で､ ご本人と家族を中
心に､ 多機関・多職種で病院と在宅の垣根を越
えた協働を基盤に､ 看取りを推進していくため
の看護職の役割を考える｡
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吉 岡 理 枝 氏
(高知県立大学看護学部､ 在宅看護専門看護
師､ 49期生､ 修士12期生)
高齢期にALSを発症し､ 一切の延命治療を望
まれず､ 訪問看護等の在宅ケアサービスを利用
して在宅で療養された事例を話題提供していた
だき､ 在宅療養体制構築・在宅療養継続・エン
ドオブライフにおける課題､ 望む医療を受け望
まない医療を受けないという課題に対する看護
の取り組み等について紹介いただいた｡ 本事例
は､ 急性期病院入院中に本人・家族の意思が書
面を以て意思表示され､ 病院スタッフと在宅ケ
アチームが協働して本人の意思を実現するため
の在宅療養体制を構築し､ 在宅ケアチームが予
測の難しい症状緩和を訪問看護師が中心となっ
て行ったことが特徴であった｡
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話題提供の事例をもとにディスカッションポ
イントは､ ①在宅の場で必要となる看護師のキュ
アとケアとしての力､ ②多機関､ 多職種で発揮
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する在宅ケアチームとしての力､ ③病院と在宅
の垣根を越えた協働を基盤とした看取りについ
ての３点とした｡ 参加者は在宅､ 病院､ 行政､
大学教員や院生などで､ それぞれの立場から意
見を交わし思いを発言する場となった｡ 在宅と
救急医療に垣根はないか､ 看護と看護の連携は
十分か､ 訪問看護にどうつなぐのか､ 医師の連
携や協力はあるか､ 意思決定はいつどのよう始
まり､ どう継続して支援するのか､ 死生観につ
いては社会の合意も必要ではないかといった意
見や高知県の難病ケアの情報提供もあった｡ 参
加者は､ 利用者や家族の意思を尊重した在宅看
取りをすすめるために､ 病院と在宅の移行期だ
けでない循環的な連携や多職種チームでの医療
と生活をつなぐ看護の役割について考えること
ができた｡ また､ ｢ケアとキュアを統合できる
看護師だからこそ､ 在宅看取りのプロセスを進
めていくことができること｣ が共有された｡
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神 原 咲 子
(高知県立大学大学院看護学研究科)
ファシリテーター：
西 川 愛 海､ 野 島 真 美
佐々木 康 介
(高知県立大学看護学研究科共同災害学専攻)
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EpiNurseの紹介､ 南海トラフ大震災の津波の
予測による地域被害を解説し､ アプリを用いて
情報共有するシミュレーション演習を行って頂
き､ 突然地域で被災した際の看護師の役割や情
報共有の仕方を考える｡
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EpiNurse と は Epidemiology + Nurse for
Disaster Risk Reduction (災害リスク削減の疫
学と看護) という本学で開発中の健康危機管理
のための看護モデルである｡ 具体的には､ 災害
時に健康危機 (水・食糧・生活環境等) に陥り
やすい地域について､ 看護の視点から平時の地
域システムや地域住民のマンパワー､ リテラシー
などの応用した新たな参加型モニタリング方法
を包括的に検討している｡
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臨床で働く看護師､ 行政の保健師､ 教育関係
者､ DNGLの留学生ら14名の参加があった｡ まず､
情報提供として､ 災害避難情報アプリ"Sherepo"
は東日本大震災を教訓に日本で開発しフィリピ
ンで災害時情報収集システムを統合し､ 台風ハ
イエンの被災地であるタクロバンにおいて実証
訓練するなど､ グローバル展開のための開発を
行っている旨を話した｡
その後､ 参加者の方々に各自のスマホを用い
て､ 実際に ｢Sherepo｣ に触れていただき､ 避
難所の位置特定や情報発信を行ってもらった｡
また､ 地域災害支援ナースが活動する想定など
も共有し､ 今後の課題として､ 正確な位置情報
の把握や､ 急いで避難所名を入力することによっ
て避難所名称の混乱が予測されること､ 質問項
目と現実のギャップなどが挙げられた｡
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瓜 生 浩 子
(高知県立大学看護学部､ 修士４期)
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池 内 香
(医療法人須藤会土佐病院､ 51期生､ 修士12期)
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家族が厳しい状況の中で傷つきながらも立ち
直っていく力や過程は ｢家族レジリエンス｣ と
して捉えられ､ 近年注目されている｡ そこで､
事例を紹介しながら､ 家族レジリエンスを高め
る援助のあり方について検討したいと考えた｡
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コーディネーター２名が話題提供を行った｡
まず､ 家族レジリエンスとは何か､ 概念的な特
徴を説明し､ 苦境に直面している家族の事例を
紹介しながらディスカッションを展開した｡ 池
内からは､ 精神疾患で入退院を繰り返している
患者さんの症状悪化により疲弊し関係性が悪化
している家族について､ 瓜生からは､ 震災によ
る被害を受け喪失体験により日常生活が乱れ､
健康問題の悪化と社会的な孤立が生じている家
族について､ 家族の置かれている状況や困難さ
の分析､ 家族レジリエンスを高めるために実施
した看護援助の内容と方法などを説明した｡
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参加者からは､ レジリエンスを発揮できる家
族は心の奥でつながっているという特徴がある､
家族全体が緊張状態になると家族の柔軟性が低
下してうまく力が発揮できなくなる､ 患者さん
の変化で家族もネガティブになるので患者－家
族の相互作用への働きかけが重要である､ 家族
の主体性を尊重する関わりが重要で､ 家族が向
かおうとしている今後に目を向け､ 意向を確認
しながら新たな資源を開拓していくことや､ 看
護者が折れない心をもって踏ん張り支えていく
ことが必要であるといった意見が出された｡
また､ 災害後の家族の場合には､ 家族に二次
的な暴力とならないように支援者が慎重に入る
こと､ 喪失体験の中でもその家族に残っている
ものや強みに目を向け､ 立ち直るきっかけや意
味づけができるように支援すること､ 回復のス
ピードは家族によっても家族員によっても違う
という意識をもつことの重要性などが出された｡
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大 川 宣 容
(高知県立大学看護学部､ 35期生)
佐 東 美 緒
(高知県立大学看護学部)
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看護基礎教育では､ 変化する社会のニーズに
対応できる看護者､ 臨床的思考力､ 判断力をも
つ看護者､ 高度医療､ 患者の重症化に対応でき
る看護者の育成が急務である｡ そのような中で､
今回は､ キュアとケアの融合した看護実践を学
ぶためのシミュレーション教育について､ 参加
者と検討した｡
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本来､ 看護はキュアとケアの両方の視点をもっ
て患者の生活､ そして､ 人生を支えるものであ
る｡ 看護者は生活する主体としての人間の､ 健
康レベルの連続性を捉えて､ タイミングよく､
患者にとっての最善を判断し行動する｡ 看護学
の基盤となる知識と技術を活用して､ 現場の問
題を解決するための論理的思考を学び､ 自律的
に判断､ 行動する力を育成するために､ シミュ
レーション教育は有用である｡ 本学の急性期看
護学､ 小児看護学のシミュレーション教育の実
例を通して､ 学生がキュアの中にあるケアに気
づくシミュレーション教育の挑戦について紹介
した｡
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臨床現場で看護師や教育担当者､ 看護基礎教
育で教員､ 新人看護師として学生時代にシミュ
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レーション教育を実践している､ もしくは､ こ
れから取り入れようとしている皆様の参加を得
た｡ 実習では見学となることが多く､ 看護師の
思考過程がどの程度学べたのか不明なことが多
いという課題が共有された｡ また､ 学生の多く
が実習にストレスを感じており､ 臨床現場では
バイタルサインの測定が精一杯という体験をし
ていた｡ 学生時代にシミュレーション教育を受
けた新人看護師は､ 現在の実践にどのように役
に立っているのか､ 考えることがなかったが､
教員の意図が分かっていたらもっと学べたのか
もしれないと語っていた｡ それぞれの立場から､
実習の参考になった､ 自身の領域のシミュレー
ション教育について考える機会となった､ 実際
にシミュレーション教育を受けた学生の話が聞
けてよかったという意見をいただいた｡
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時 長 美 希
(高知県立大学看護学部､ 26期生)
高 谷 恭 子
(高知県立大学看護学部､ 45期生)
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卒後３年目までの参加者が､ 話題提供者の
語りを通して自己の成長や課題を発見する機
会とする｡ また､ 病院と地域をつなぎ､ つな
がり合うことによって､ 患者や子ども､ 利用
者､ その家族に看護専門職としてできる貢献
のかたちを考える場とする｡
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鯖 江 皇 心 氏
(高知医療センター､ 62期)
岡 野 佑 子 氏
(高知大学医学部附属病院､ 61期)
岡 本 静 佳 氏
(高知県地域福祉部高齢者福祉課､ 61期)
宮 地 夕 里 氏
(本山小学校､ 62期)
看護師､ 保健師､ 養護教諭である４名の話
題提供者の方々に､ 就職してから今日までに
出会った患者や子ども､ 利用者､ 家族に対す
る実践を振り返っていただき､ 気づいたこと､
考えたこと､ 学びであると感じたことを紹介
いただいた｡ その中で､ 大学で学んだことと
様々な色を呈す実践を知でつなぐことに葛藤
や模索をしながら､ 専門職者としての自覚や
チームの一員として任される役割の発揮から
見えてくる､ 責任と看護の魅力について考え
る場となった｡
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参加者一人ひとりに話題を通して感じたこ
とや自身を振り返って思うことを語っていた
だく中で､ 新人として多くの“できないこと"
に直面しつつも自分のできることとは何か､
専門職者である責任を日々痛感すること等､
共通する課題が見えてきた｡ それらの課題に
ついて､ 自身を振り返る時間を確保すること､
自分に課す計画を具体的に立てること､ そし
て実行する努力を重ねることで､ 自身が担う
看護の役割や意味に気づくようになることが
語られた｡ また､ この変化は､ 患者や子ども､
利用者やその家族､ さらには同僚や先輩看護
師､ 他職種といった多くの人々との相互作用
を通して起こるものであり､ そして､ (努力
の) 証として見えてくるものであることを確
認し合い､ 明日からの"私の看護"を考えなが
ら実践する士気を高めることができたのでは
ないかと考える｡
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